
小川　真司（おがわ しんじ）　/ユニフォーム販売
・現在43歳　1982年5月13日生まれ　小倉北区上富野出身

・家族構成：妻と長男（又七郎10歳）・次男（徹真・ﾃｯｼﾝ8歳）・柴犬あんこ（メス11歳）

・みくに幼稚園→桜ヶ丘小学校→富野中学校→小倉工業高校→岡山商科大学

・23歳　【(株)コクラスポーツ】へ就職　※父のコネで３年程修行の為

・26歳　【(株)九州甘栗】に入社。　※母親の里で甘栗太郎という甘栗屋を５店舗展開していた。

・31歳　【小川又(株)】に入社。　※兄が急逝し、家族会議をして九州甘栗を精算し入社した。

・33歳で小川又(株)の代表取締役に就任し今に至ります。

ビジネス目標
長期　→　創業２００年の達成。現在１62期。目標達成まで健康で長生きし必ず見届ける。

短期　→　BNIを通じて年間売上3,000万円。常にメンバートラフィックグリーンを維持する。
新事業として洋菓子店事業に着手

プライベート目標
ゴルフ → まずは平均スコア９０（ベストで８０台）　
健康 → 体重は62ｋｇ未満、体脂肪率15％未満を維持する。年に１度は必ず健康診断を受ける。
家族 → 老後に妻とキャンピングカーで日本一周の旅へいく。基本的には60～65歳で息子に
会社を継いでもらう。

個人の実績
陸上競技短距離100ｍ、200ｍ、4×100ｍで全国大会、Jrオリンピック、インターハイに出場。
行橋～別府100ｋｍウォーク通算９回完歩。
中学校の時に、土曜日に空手の試合で優勝、日曜日に陸上の大会で優勝して、月曜日の新聞に
空手と陸上両方で名前が載った事がある。
会社の実績
創立は1863年（文久３年）11月。新選組の前身である壬生浪士組が結成された年。
創業者は現、伊藤忠商事の創業者、伊藤忠兵衛の手代（売り子）をしており商いの基礎を学んだ
小川又二代目の小川又一郎も二代目伊藤忠兵衛さんの元に修行に行って、商いを学んだ。
その後、呉服を中心に毛皮、宝石等も販売し昭和の時代に年商4０億に達して、西日本一の
卸問屋と呼ばれていた。当時は１２０名程の社員を抱えていた。
その後バブル崩壊と共に大きな痛手に合い、有限会社みなと白衣の買収と共にユニフォーム業界
に参入。
現在は商いの規模を最低限に縮小し、堅実経営を続けている。
北九州市を中心に、病院、介護施設、食品工場、各種飲食店、給食会社、建設業等
幅広い法人のお客様とお取引をさせて頂いている。
現在、北九州市で最も古い（社歴の長い）法人である。（たぶん・・・）
・キャンプ（ファミリー）

・たまにゴルフ

・子供との触れ合い

・大谷翔平、井上尚弥が気になってしょうがない

・小倉間税会　　・小倉大友会（大分銀行の若手経営者の会）　　・小倉OB会（大分銀行のゴルフ会）
・ローターアクトクラブ（ロータリークラブの青年クラブ）　　・楽打会（ゴルフ好きの会）
・北辰会（小倉工業高校OB会）　　・北九州キャリア教育研究会　　・元あおば幼稚園保護者会会長
・ワイエスフ―ド株式会社　　・リズム食品株式会社　　・阪九フェリー　　・スターフライヤー
・唐十
・Adobeイラストレーターを少々
・甘栗を焼ける（自宅に窯があり、年に１回１月に焼く
・刺繍データ作成・加工まで
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